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序　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　BeotvulfはAnglo－Saxon民族の一大英雄叙事詩で，

Anglo－Saxon民族が，現在のデンマーク，オランダ，

ドイッあたりの北欧地域に在った頃に創作された韻文に

よる古英詩である．その創作年代・場所については諸説

があり，いまだもって明確ではないが，言語・文体・韻

律などの観点や作品に登場する固有名詞や王家の系図な

ど伝説的資料と歴史的資料の時代考証から，その成立年

代は遅くとも8世紀以前であろうと推測されている．

Dorothy　Whitelock．（The　Audience（’f．Beotvulf．

1951．Oxford．　Clarendon　Press）は835年以前と推測

している．また大英博物館に現存する唯一の写本（British

Museum　MS．　Cotton　Vitellius　A．　XV）の制作年代

は紀元1000年前後とされている．この写本の原書は7世

紀頃，古英語北部方言であったAnglia語でparchment

と呼ばれる羊皮紙に書かれたものだが，度重なるViking，

Danesなどの侵略に伴い消失してしまい，後に南部方

言のWest－Saxon方言で10世紀頃に翻訳されたものと

言われている．

　BeOtvulfは当時ゲルマンの宮廷をscop（創作吟遊詩

人）によりハープの調べにあわせて語り継がれ，5世紀

頃に始まったAnglo－Saxon－Jutesの民族移動と共に

英国に渡り，元来はきわめて北欧ゲルマン民族の異教性

の強い作品であったが，キリスト教が6世紀末に英国に

布教されて以来，作品も次第にキリスト教的潤色がなさ

れ，原作に種々の手が加わり，現存する写本の内容に改

作されたと推測されている．

本　論

L口諦定型理論の枠組の概観

　本論では，種々の異なる見解もあるが，Beoωulfが

あくまでも書かれた文学ではなく，scopからscopへ

と語り継がれた口請詩であるという大前提に立って，作

品の中で頻繁に見られる詩技法のひとつである，口諦定

型句に関する構造の一部を明らかにしたい．以下に引用

するようにF．P．Magoun，　Jr．は．BeoLvulfのような口調

詩は宮廷における聴衆の数や，その場で彼等の要望に応

えて，語る作品の長さや描写部分が時に応じて変化した

という見解をとっている．

A　good　singer　is　one　able　to　make　better　use　ofthe

common　fund　of　formulas　than　the　indifferent　or

poor　singer，　though　all　will　be　drawing　upon

essentially　the　same　body　of　material．　The　length

of　a　song　or，　better，　the　length　of　a　given　per一

formance（since　there　is　no　fixed　text）will

1argely　depend　upon　the　audience－factor，　on　how

much　time　an　audience　has　to　give　to　the　singer
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on　any　given　occasion．　A　good　singer　can　go　on

as　long　as　an　audience　will　listen　to　him，be　it

persons　assembled　in　a　Bosnian　coffee－house，　or

in　the　presence　of　a　tape－recorder　or　a　steno－

grapher．　The　analogies　with　musical　improvisa－

tion　wil1　be　evident。［RP．Magoun，　Jr．“The　Oral－

Formulaic　Character　of　Anglo－Saxon　Narrative

Poetry，”Speculum．　Vol　XXVIII，p．447，1953．］（下線

部筆者）
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　この見解の真偽の程は，あくまでも推測の域を脱しな

いが，口諦文学研究者の一連のfield　workからもある

程度肯定できる見解であると言えよう．古英詩における

口諦定型理論研究の端緒を開いたのは以下に引用したよ

うに天逝した今世紀最大のホーマー研究家と言われた

Milman　Parryである．

As　is　well　known，　the　concept　of　the　formula　in

Old　English　poetry　is　indebted　to　Milman　Parry’s

classic　definiton：“The　formula　in　the　Homeric

poems　may　be　defined　as　a　group　of　words　which

is　regularly　employed　under　the　same　metrical

conditions　to　express　a　given　idea．”［The　Old

English　Formula　in　Context，　A．　Riedinger，　p．294．

in　Speculum　60／2　（1985）］

　M．Parryは主論文“Studies　iri　the　Epic　Technique

of　Oral　Verse－Making，1．　Homer　and　Homeric

Style”で口諦叙事詩論を完成させた．その中で，

Odysseor及び刀‘αdの文体について緻密な分析を行った

結果に基づき，次のように記述している．

『話しことばだけである程度の長さの詩を作る詩人とい

うものは，一定の型に従って用語をその詩行にはめ込む

ことができなければならない．詩行を書いて埋める一あ

るいは口述するとしても同じであるが一詩人とは異なり，

ゆっくり次の語を考えたり，先へ進む前に書き終えたも

のを読み返したりすることはできない．…自分の詩に合

うような，かっ自分の言いたいことを言い表すような既

成の語群が使えなければならない．詩作に当たってなす

ことは使ったことがある語群を，そして一定の思考形式

に従って配分されると自然に文となり詩となるような語

群を，必要に応じてっなぎ合せるだけのこととなるだろ

う．みずから詩をくり返したいときには，容易にその詩

を思い起こすことだろう．今度も以前と同じようなこと

ばさばきが目安となるからである…．口諦詩人は固定化

した表現手段を持っアイディアのみを表現する．決して

みずからの国語の奴隷であるというわけではない．語句
　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を組み合せる方法は無限にあるからである．とはいえ，

やはり語句は詩人に限界を与え，全く独創的なスタイル

を追及することは許されない．詩人が用いるスタイルは

決して彼個人のものではない．それは長い間の歴代の詩

人の創作であり，むしろ民族全体の創作である．』　［大

修館，講座，英米文学史1『詩1』松浪有訳p．40］（下

線部筆者）

　反復語句や常套修飾語句は叙事詩が伝統的なスタイル

で書かれていることを示すものであり，口諦詩であるこ

とを証明していると結論している．ホーマーの詩などは

もちろん言語構造的にも，韻律的にも，語彙的にも古英

語の頭韻詩であるBeOLvulfとは異なるが，共に口諦文

学であるという前提に立って考察してみると，その詩作

過程及び口諦詩特有のverse　techniques，　poetic　diction

についてはかなり共通する部分があるものと思われる．

　またParryのよき協力者であったParryの論を更

に研究発展させたA．B．Lordは，著書The　Singers　of

Tαlesの中でユーゴスラビアの口諦詩を実地に研究調

査した結果，次のように述べている．

In　studying　the　patterns　and　systems　of　oral

narrative　verse，　we　are　in　reality　observing　the

“grammar”of　the　poetry，　a　grammar　super一

imposed，　as　it　were，　on　the　grammar　of　the

language　concerned．　Or，　to　alter　the　image，　we　find

aspecial　grammar　within　the　grammar　of　the

language，　necessitated　by　the　versification．　The

formulas　are　the　phrases　and　clauses　and

sentences　of　this　specilized　poetic　grammar．　The

speaker　of　this　language，　once　he　has　mastered　it，

does　not　move　any　more　mechanically　within　it

than　we　do　in　ordinary　speech．［AB．Lord，　The

Singer　of　Tαles，　pp．35－36］（下線部筆者）

　Parryの言う固定化された表現手段，同じようなこ

とばさばき，頻出する既成の語群，反復語句，常套修飾

語句やLordの言う定型，特殊化されたpoetic　grammar

（詩の文法）による語句という用語がいわゆるoral

formula（口請定型句）である．　alliterationを踏み，

かっ種々のverse　techniques，　poetic　dictionがふん

だんに駆使されているBeOtvulfにおける口講定型に関

する研究は前述したMParry；A．B．Lordなどの口諦

叙事詩の形成原則に関する研究にその端を発している．

このParry，　Lordの口言雨定型理論に着目し，それを古

英詩に応用したのはF，P．Magoun，　Jr．である．彼は口
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調詩の定型性にっいて次のように述べている．

Oral　poetry，　it　may　be　safely　said，　is　composed

entirely　of　formulas，　large　and　smal1，　while

lettered　poetry　is　never　formulaic，　though　lettered

poets　occasionally　consciously　repeat　themselves

or　quote　verbatim　from　other　poets　in　order　to

produce　a　specific　rhetorical　or　literary　effect．

［RP．Magoun，　Jr．“The　Ora1－Formulaic　Character

of　Anglo－Saxon　Narrative　Poetry”Speculum　446－

467］（下線部筆者）

　Magounによると，口講詩というものは，句の長短

にかかわらず，ほとんどと言ってよいほどに定型語句よ

り成りたっており，一方，書かれた文学は決して定型的

ではありえない．もちろん時には，文字を解する詩人が

意識的に特殊な修辞的又は文学的効果を醸し出すために

他の詩から1語1語逐次的に定型を繰り返し借用したり

することはあると述べている．彼は口諦詩が定型句から

構成されている例証として同論文の中で，以下に示した

ようにBeoωulfの冒頭部分1－25行のうち下線をっけ

た語句が定型句で，破線部分は他の語と交換可能な定型

句（システムの置換要素語句）であり，全体の約70％が

定型的ぞあることを侮の作品からのsupportingevidence

を挙げて論述している．

Looking　at　Chart　I　one　notes　first　that　of　the　fifty

verses　only　some　thirteen，　or　twenty－six　percent，

are　not　matched　wholly　or　in　part　elsewhere　in

Anglo－Sxon　poetry．　In　a　word，　despite　the

relatively　limited　corpus　of　some　30，0001ines－

about　as　the　two　Homeric　poems－in　which　to　find

corresponding　phrases，　some　seventy　percent　of

this　passage　does　occur　elsewhere．［Magoun，1953．

p．451］

　　　Oft　Scield　Sc6afing　sceaδena　pr6atum，

5　manigum　m岳gδum　medu－setla　oft6ah，

　　　egesode　Eorle，　sippan£rest　wearp

　　　f6asceaft　funden；h6　pa∋s　fr6fre　gebad，

　　　w60x　under　wolcnum，　weorp－myndum　pah

Chart　I

（B60wulf　ll．1－25）

　　　Hwact，　w6　Gar－Dena　on　g6ar－dagum

　　　P60d－cyninga　prymm　gefrugnon，

　　　op　paet　him｛d毎ghwel6　ymbsittendra

10　0fer　hran－rade　hieran　scolde，

gamban　gieldan；peet　wees　g6d　cyning！

pdem　eafora　wees　a）fter　cenned

geong　on　geardum，　pone　God　sende

　　　folce　to　fr6fre；firen－Pearfe　ongeat

15　pe　hie岳r　drugon　ealdor16ase

20

25

hfi　pa　acδelingas　ellen　fremedon．

1ange　hwile；him　paes　Lif－frδa，

wuldres　Wealdend　weorold－are　forgeaf

B60w　waes　br6me－blded　wide　sprang－

Scieldes　eafora　Sceden－landum　on．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　Swa　sceal　geong　guma　g6de　gewyrcan

framum　feoh－giftum　on　feeder　bearme

ptiet　hine　on　ielde　eft　gewunien

will－geSiδaS　panne　wig　CUme，

160de　geldesten；lof－da…dum　sceal

on　m｛毛9δa　gehwa加man　gepeon，

（Yes，　we　have　heard　of　the　glory　of　the　Spear－

Danes’kings　in　the　old　days－－how　the　princes　of

that　peoPle　did　brave　deeds．　Often　Scyld　Sceafing

took　mead－benches　away　from　enemy　bands，　from

many　tribes，　terrified　their　nobles－－after　the　time

that　he　was　first　found　helpless．　He　lived　to　find

comfort　for　that，　became　great　under　the　skies，

prospered　in　honors　until　every　one　of　those　who

lived　about　him，　across　the　whale－road，　had　to

obey　him，　pay　him　tribute．　That　was　a　good　king．

Afterwards　a　son　was　borh　to　him，　a　young　boy

in　his　house，　whom　God　sent　to　comfort　the　people：

He　had　seen　the　sore　need　they　had　suffered　during

the　long　time　they　lacked　a　king．　Therefore　the

Lord　of　Life，　the　Ruler　of　Heaven，　gave　him　honor

in　the　world；Beow　was　famous，　the　glory　of　the

son　of　Scyld　spread　widely　in　the　Northlands．　In

this　way　a　young　man　ought　by　his　good　deeds，

by　giving　splendid　gifts　while　still　in　his　father’s

house，　to　make　sure　that　later　in　life　beloved
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companions　will　stand　by　him，　that　people　will

serve　him　when　war　comes．　Through　deeds　that

bring　Praise，　a　man　shall　prosper　in　every　country・

（Translation　by　E．T．Donaldson，1966）

　彼の理論は極端な断定や定型とシステムの定義づけが

はっきりしないなどの理由から，その後各種の批判もあっ

たが，古英詩の詩作技法の分野の研究に関して新境地を

開いた画期的な研究であったことは誰しもが認めるとこ

ろとなった．ともあれ，Magoun以後，古英詩技法に

っいて様々な実証的研究がなされ，．この分野に著しい成

果を収め，今日ではBeOtvulfが口諦定型句そして，そ

れに伴う様々なverse　techniques，古英詩に特有の

poetic　dictionで構成されている口諦詩であることを

否定する学者はほとんどいない．Fr．　Klaeberも彼の

編集したBeOLvulfのテクストの序論で次の様に述べて

いる．

As　a　matter　of　course，　the　Beowulfian　stylistic

apParatus（taken　in　its　widest　sense）was　to　a

great　extent　traditional，　deeply　rooted　in　time－

honored　Germanic，　more　particularly　West　Germa－

nic　practice．　Its　conventional　character　can

hardly　be　overestimated．　Substantial　evidence

in　detail　is　afforded　by　its　large　stock　of

formulas，　set　combinations　of　words，　phrases　of

transition　and　silimar　stereotyped　elements．

［Klaeber，　ed．　Beotvulf　p．lxvi］（下線部筆者）

て解説した定型とはどのようなものかを以下に示す．

・①　Therefore，　a　system　in　01d　English　formulaic

　　poetry　may　be　defined　as　a　group　of　half－lines，

　　usually　loosely　related　metrically　and

　　semantically，　which　are　related　in　form　by　the

ll．BeOtvulfにおけるSystemとしての定型語句

　前章で古英詩の口諦定型理論に関する研究を概観して

きたようにBeOtvulfの文体的仕組みは伝統的なもので

あり，West　Germanicの慣習であるという見解につい

ては問題がなさそうである．またKlaeberがBeoωulf

にはlarge　stock　of　formulasが観察されると述べて

いるように，oral　formulaの存在にっいても問題がな

いようである．口諦定型の定義にっいてはMagoun以

後，何人かの古英語学者により吟味され，修正されて現

在に至っている．D．K．Fryの論文“Old　English

Formulas　and　Systems”Englisん　Studies，　XLVIII．

（pp．193－204）にMagoun以降のOral　Formula論に

関するReviewが詳しくなされている．本論が論拠と

するのはFryの定義によるので，彼がsystemについ

identical　relative　placement　of　two　elements

one　a　variable　word　or　element　of　a　com－

pound　usually　supPlying　the　alliteration，　and

the　other　a　constant　word　or　element　of　a

compound，　with　approximately　the　same

diStribution　of　non－stressed　elements．［D．K

Fry，“01d　English　Formulas　and　Systems，”

English　Studies，　Vol．　XLVIII　1967，203．］

②Aformula　in　Old　English　formulaic　poetry

　　may，　therefore，　be　defined　as　a　group　of　words，

　　one　half－line　in　length，　which　shows　evidence

　　of　being　the　direct　product　of　a　formulaic

　　system．［D．K．Fry，1967，204］

　ここではsystemとは①『通常，半行の単位で韻律

的にも意味的にもゆるやかに結びつき，これらの半行は

形式的には2つの要素の相関的配置によって関係づけら

れ，そのうちの一っは複合語の可変語または要素となり

通常は頭韻を踏み，もう一方は複合語の不変的語または

要素であり，また非強勢要素もほぼ同じ分野を持つ』も

のでありformulaとは②『1半行の長さの語群で定型

systemから直接生じたという証拠を示すものである』

と定義されている．これらの定義はやや抽象的であるの

でFryの挙げているsystemの具体的例を次に示す．

healle　h　roffa∋ste

　　　　　　　　heall－a∋rna

　　　　　　　　heals－beρga

heals　ealne　ymbefeng

fQld・dirne　fae　st

｝m　・

　　　　　　nih亡一bealwa　mdist

eam－beaga　fela

（healle　hroffaeste（＝　hall　With　a　firm　roof）（Met

7，6a）／heals　ealne　ymbefeng（＝clasped　all　the
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neck）（Beo　2691b）／heal1－eerna　meest（＝thegreatest

hal1－building）（Beo　78a）／heals－beaga　meest（＝

the　greatest　neck－ring）（Beo　1195b）／earm－beaga

fela（＝many　bracelets）（Beo　2763b）／fold－aerne

fa∋st（＝fast　in　the　tomb）（Christ　B　730a）／niht－

bealwa　meest（＝the　greatest　night－evil）（Beo

193b）［上記の図は大修館．英語学大系8『英語史1』

小野茂p．576より引用」

　Fryによると，これらの定型はすべて同じタイプの

韻律型に属し，AJ．Bliss著のThe．Metre（）f　BeOLvulf

1958．（p．139，147）の分類によると3E－2型（”×

r）となる．彼はsystem中の一部，語の置換が可

能な類似のsystemとして次のような例を挙げている．
　　　　　　　　　　　　　）く　　
　　‘h6alle／heals　（noun）　（adj6ctive）’

＝hall／neck－ring＋名詞＋形容詞

　‘（n6un）εerna　（adjective）’

＝名詞＋house＋形容詞
　　　　　　　　　x　x
　‘（n6un）b6aga　（adj6ctive）’

＝名詞＋ring＋形容詞
　　　　　　　　　　x　x
　‘（n6un）（noun）maest’

＝名詞＋名詞＋most
‘‘

??≠撃撃?@hroffa∋st”　and　‘‘fold－aerne　fεest”　could　be

regarded　as　the　system”（noun）（noun）faest；

one　example　not　cited，“holm一εerma　maest”

（Genisis　1422b），　couldbe　viewed　along　with“heall一

εerna　m紀st”as　products　of　the　system“（noun）－

eerne　maest．”［D．K．Fry，1967，200］

Fryは‘healle　hroffεest’及び‘fold－eerne　fεest’も

（noun）（noun　fεest）というシステムより生じたとして

いる．これをベオウルフに見られる“AandB”という

語群にあてはめてみると次のようになる．このような用

例はBeOtvulf中に全部で37例ある．これらの例に見ら

れるsystemはFryのsystem構造にならうと「不変

語＋ond＋X（可変語）」となる．

［名詞の対語］

①bunan　ond　X

　2775b・bunan　ond　discas　（cups　and　dis1｝es）

　3047b．　bunan　ond　orcas　（cups　and　picthes）

②beagas　ond　X

　2370a．　beagas　ond　bregosto1　（rings　and　a　price’s

　　throne）

　　3105a．　beagas　ond　brad　gold　（rings　and　braod

　gold）

③hond　ond　X

　656b，　hond　ond　rond（hand　and　shield）

　2509a．　hond　ond　heard　sweord（hand　and　hard

　blade）

④land　ond　X

　2471a．　lond　ond　leodbyrig（land　and　stronghold）

　2995a．　landes　ond　locenra　beaga（land　and　linked

　ringS）

［形容詞の対語］

⑤biter　ond　X

　1431a．　biter　ond　gebolgne　（fierce　and　rage－

　swollen）

　2704a．　biter　ond　beaduscearp（foerce　and　war－

　sharp）

⑥eald　ond　X

　357a．　eald　ond　anhar　（aged　and　hoary）

　2449a．　eald　ond　infrod（old　and　wise）

　2763a．　eald　ond　omig（ancient　and　rusty）

　2929a．　eald　ond　egesful1（old　and　terrible）

⑦hat　ond　X

　2296a．　hat　ond　hreohmod　（hot　and　fierce－

　hearted）

　2961a．　hat　ond　hearδogrim（hot　and　fierce－in－

　battle）

　これらの例に観察されるように定型語句とは決して特

定の語句だけで固定化されたのもではなく，詩の語り手

（または創作者）が頭韻規則や種々の韻律規則また文脈

上の必要に応じて上記のシステム群から適宜，語を入れ

替えて新しい定型語句を創作じていったと推測される．

従ってシステムという概念は「固定した不変語と多少入

替えのきく可変語よりなる定型の枠組み」といって差支

えないと考えられる．

　上に列挙したような．BeOLvulfに散見される“Aond　B”

という句構造を総合的に扱い，そのoral　formula性

を主張している学者はいないが，断片的には何人かの学

者はこれに言及している．例えばRP．Creedは以下の

引用に示すようにBeoωulf（1．357）のeald　anhar（＝
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01d　and　hoary）をrhyme－formulaの用例として挙

げている．

The　fiest　verse，　eald　ond　anhar　（01d　and　hoary），

belongs　to　a　type　long　recognized　as　a　formula，

the　so－called　rein－formel（rhyme－formula）．［R

P．Creed，”The　Making　of　an　Angro－Saxon　Poem．”

ELH，XXVI，1959，450］

　またこれらの語群はKlaeberの言葉を借りると

“copulative　alliterative　phrases”と言う用語を用い

てやはりformulaの範疇に入れている．

　上記に挙げた資料はBeoωulf一作品からのものであ

るが，他の古英詩作品にあたれば更に多くの“AondB”

語群の類例があるものと推測される．それは筆者の今後

の研究課題としたい．それらは詩人が口調詩を吟じてい

く時に文脈や頭韻規則などの諸条件に見合う必要，かつ

適切なformulaを“A　ond　B”と．いうシステムより適

宜選択して詩を語っていったのではないかとの推測を裏

づけるデータになるのではないかと考える．

　これに加えてMagounやCreedが主張しているよ

うに同一作品の中に度々，同一形態で現れる“AondB”

という語群は次に述べる理由によりoral　formulaの

一環としてとらえることができるのではないかと考えら

れる．

（1）“AondB”語群がいつれも半行単位である．そし

　てこの語群が一種の埋め草的な要素として文中に配置

　されている．

（2）Alliteration上の必要性から“A　ond　B”の対句が

　技巧的に配置されている．この場合AとBは頭韻を

　踏む場合には多くがa－verseに，またAとBが頭

　韻を踏まない場合にはb－verseに“A　ond　B”語群が

　配置されている，これはBeOLuulfが頭韻詩であるか

　ら当然と言えば当然であるが，その頻度に注目したい．

（3）“AとB”の語群が同一形態で一定の文構造の中で

　繰り返し使用されている．前述した一部語句を入替え

　たシステム群を加えるとその頻度は更に高くなる．

（4）Mnemonic　device，すなわち詩の語り手の記憶を

　助ける工夫として構文配置上随所に見られる．などの

　理由から定型語句であると考えられる．

　以下それぞれの具体例を見てみたい．

　（1》Wees　pees　wyrmes　wig　wide　gesyne，

　　nearofages　niδnean　ond　feorran，

　　（BeoLvulf　2316a－2317b）

　　＝The　worm’s　warfare　was　widely　seen，　his

　　cruel　malice，　near　and　far．

　この例では”nean　ond　feorran”はb－verseにある．

いわゆる半行の単位である．また文脈からみて”nean

ond　feorran”は意義的にほぼwide（widely）と同義

である．すなわち”Wzes　paes　wyrmes　wig　wide

gesyne”（the　worm’s　warfare　was　widely　seen．）

の文脈を更に類似の意味内容である”nearofage　niδ

nean　ond　feorran”という語句で補足説明的に言い換

えている．nearofage　niδ（cruel　malice）という語句

をっいだ都合上，b－verseにN音ではじまるwideに

相当する語句を埋め草的に補ったと推測される．

（2）a－verseに“A　ond　B”の語句がある場合にはすべ

て頭韻を踏んでいる．

　40a．

2621a．

835a．

972a．

602a，

902a．

2349a．

billum　ondわyrnum（sword　and　corslet）

わill　ondわyrnan（sword　and　corslet）

θarm　ondθaxle（arm　and　shoulder）

εarm　ond　eaxle（arm　and　shoulder）

eafoδondεllen（strength　and　courage）

eafoδond　ellen（strength　and　courage）

eafoδondθllen（strength　and　courage）

　またb－verseに“A　ond　B”語句がある時にはa－verse

の語句とAに位置する語が頭韻を踏んでいる．

1022b。　んrodenんildecumbor，んelm　ond　byrnan；

　　　＝decorated　war－banner，　helmet　and　corslet，

2868b，　んealsittendumんelm　ond　byrnan，

　　　；　hall－men，　helmet　and　corselt．

　839b．　ノ’erdon　folctogan　feorran　ond　nean・

　　　＝chieftains　came　from　near　and　far

2317b．　　nearofages　niδnean　ond　feorran，

　　　＝his　cruel　malice，　near　and　far，

（3）“AondB”の語群が一定の文構造または似たよう

な文構造の中で用いられていることは次の2例に明らか

である．

　　　　　　　　　Wiht　unha∋lo，

grim　ond　grεedig，　gearo　sona　wacs・

reoc　ond　rePe，　ond　on　ra｝ste　genam

pritig　Pegna；（Beoωulf　120b－123a）
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＝The　creature　of　damnation，　grim　and　greedy，

was　soon　ready，　fierce　and　cruel，　and　seized　thirty

thanes　in　thier　resting－place；）

この例では“grim　ond　gra∋dig”（grim　and　greedy）

も“r60c　ond　r6pe”（fierce　and　cruel）も形容詞であ

るが，いつれのpairもnominative　caseであるので名

詞的な用法と考えてよいと思われる．（あるいは主格補

語の形容詞；subjective　appositiveとも解せる）これ

ら2っの“Aond　B”の語群は意味的には“Wiht　unha｝lo”

（the　creature　of　damnation）で共にグランデルの檸

猛さ，残酷さを性格描写していると言える．文構造的に

は｛「先行語～；同格的な“AondB”語群～」更に同格

的な“AondB”語群｝という句構造になっており，こ

の文の主語が一貫して次々に別の言葉で置き換えられて

いる．図示すると次のようになる．

［Verse　Structure］

“A……………，BondC……………，B’ondC’……．”

（先行語）＝（BondC語群）＝（B’ondC’語群）

　次の例でも”grim　ond　greedig”が同じような構文の

中で用いられている．

Sona　pEet　onfunde　seδe　floda　begong

heorogifre　beheold　hund　missera，

grim　ond　graedig，　peet　peer　gumena　sum

eelwihta　eard　unfan　cunnode．

（Beoωulf　1497a－1500b）

＝Soon　sheωんo，　fiercelJ／rαvenous，　had　guarded

the　region　of　waters　for　a　hun（lred　half－years，

grimαnd　8reedOV，　found　it　out　that　a　man　was

there，　exploring　from　above　the　home　of

monsters．

seδeが先行語句でその主格補語として”heorogifre”

（fiercely　ravenous）が続き更にnominative　caseで

名詞的な形容詞語句の“grim　ond　greedig”（grim　and

greedy）が後続している．この部分はOE詩のもうひ

とっの創作技法であるvariation（変叙法）の手法を用

いた顕著な例である．

（4）最後にmnemonic　device（記憶を助ける工夫）と

しての“AondB”語群を挙げてみたい．口調詩の詩作

過程を簡単に考えてみると，先ず一定の筋書きがあり，

詩人はその筋書きにのっとり伝統的な思考形式に従って

各行に定型など既成の語群を使って聴衆の前で，なかば

即興的に語ったと想像できる．若い未熟な詩人は当然の

ことながら先達の詩を繰返し繰返し習い覚え，定型句や

その他様々な詩技法の伝統を身にっけていったと思われ

る．3182行にも及ぶ詩を一字一句違えずに丸暗記するこ

とは不可能でないとしても容易な技ではなかったと思わ

れる．記憶を助けるためには“AondB”のような口調

もよく定型表現になっていればなおさらのこと，有益で

あったと考えられる．一方，聞き手の側からしても抽象

的な語句や話の盛りあがり上，強調して聞きたい箇所は，

幾重にも重ねて吟唱されることが望まれたと想像される．

　　　　　　　　　　pa∋tte　Grendel　wan

hwile　wiδHrobgar，　heteniδas　wa∋g

fyrene　ond　feehpe　fela　missera，

singale　sεece；（Beoωulf　151b－154a）

＝that　Grendel　had　fought　for　a　long　time　against

Hrothgar、　carried　on　en’mities，　crime　αn（l

uiloence　for　many　half　years，　continuα1　strife．

　この文では“heteniδas”という“A　ond　B”語群によっ

て言い換えられて，更にsingale　saece（continued

strife）という抽象名詞が後続している．3種類の同格

語が“wa…｝g”の目的語として使用されている．このよう

な類例が数多く観察されることから，「先行詞語・句～，

同格的“AondB”語句，～類義の同格的後続語句また

は“AondB”語句」という文構造が詩人たちの詩作上

の記憶を助けたであろうということが推定される．この

種の枠構造をもう一例見てみることにする．

｝）aic　aet　Pearfe（gefrεegn）peodcyninges

andlongne　eorl　ellen　cyδan，

creeft　ond　cenδu，　swa　him　gecynde　wees．

（Beoωulf　2694a－2696b）

＝Then，　I　have　heard，　at　the　king’s　need　the　earl　at

his　side　made　courαge　known，　his　strengthαn（i

darin8－－as　was　natural　to　him．

　火竜との闘いで，ベオウルフは竜を倒すがBeowulf

も深傷を負って危機に瀕した場面である．王の傍らに居

た臣下ウィクラーフが「勇ましき業」（ellen＝strength，

courage）を示したと語られ，更に彼の武勇の素晴らし

さを「力と大胆さ」（craeft　ond　cenδu＝physical

strength，　courage　and　boldness）という類似の内容
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を示す語句でたたみかけるように語られている．

結　論

　“Aond　B”語句はBeOLuulfが口請詩であることから

して韻律上の制約（alliteration），　half－verseという

詩行（size），語り手の記憶を容易ならしめるwording

上の工夫（mnemonic　device），配語法などの詩作上

の理由から，また聴衆の側からするとlistening　com－

prehensionの観点からは，　tautological　expression

が大きな役割を果たしていると言えよう．作品中，“A

ond　B”語群総数194例中83例はこれまで述べてきた理

由からoral　formulaの一環として使用されたと考え

られる．また変序法（variation）の手法である「先行

詞語句～，同格的“AondB”語句，～更に類義の同格

的後続語句あるいは“AondB”」という特異な文構造

は194例中65例あり，そのうち27例はoral　formulaで

あると考えられる．
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